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川 場 村 の 概 要 

１ 位置及び沿革 

川場村は群馬県の北東部に位置する利根沼田地域の中央部にあって、武尊山（標高 2,158

ｍ）の南麓に開けた盆地状の地形に大きな集落が散在している。 

村内の各所から縄文式・弥生式土器の破片や住居跡が数多く発掘されることから、古い時

代より人々が定住していたことがうかがえる。村の誕生は明治 22 年の町村制の施行に伴い、

門前組、天神組、谷地村、川場湯原村、中野村、萩室村、立岩村、生品村、太田川村、小田

川村の２組８村が合併したものであり、この当時の組と村が現在の大字として残っている。 

戦後の昭和 30 年代初期には、隣接する白沢村（現沼田市）との合併も検討されたが、合

併には至らず、平成元年には村制施行 100 周年を迎えた。 

平成の市町村合併でも、いち早く自主・自立を宣言し、村づくりの目標を「田園理想郷」

と定め、明日に向かって新たな村づくりを進めている。 

２ 自然的条件 

川場村は東西 9.4㎞・南北 16.3㎞、村の面積は 85.25㎢で、山間部に位置することから、

全体のおよそ 86％が山林原野となっている。このうち 55％が国有林で農耕地は７％程度に

すぎない。 

気象上も太平洋側と日本海側の境界付近にあることから双方の特徴を合わせもち、村の中

心部における年平均気温は、11.5℃前後、年間の降水量は 1,300 ㎜程度である。山岳部での

降雪量は多く根雪期間も 100 日を超える。また、村内には薄根川・桜川・溝又川・田沢川と

四本の一級河川が流れ、いずれも村内に源を発し、薄根川となって沼田市内で利根川に合流

している。村の周囲は武尊山をはじめ高手山・浅松山・雨乞山などの山稜に包まれ、四季を

通じて自然環境に恵まれた地域である。 

３ 社会的条件 

川場村の人口は、昭和 22 年の 5,382 人をピークに、昭和 30 年代半ばから減少に転じ、昭

和 50 年には 3,822 人まで落ち込んだ。このため昭和 46 年には国から過疎地域に指定された。

その後、過疎対策事業などにより人口は徐々に回復し、平成 17 年の国勢調査では 4,186 人

となっていたが、近年の少子化により平成 27 年度には 3,648 人となっている。 

基幹産業は農業であるが近年、少子高齢化と若年労働力の減少に伴って農業従事者の高齢

化が進み、経営環境は年々厳しくなっている。 

交通は、昭和 57 年に上越新幹線、昭和 60 年に関越自動車道が開通したことにより、首都

圏との交通事情は大幅に改善され、人的・物流的交流が増加、経済活動も活性化した。村内

においても利根沼田地域で一体的に整備された大規模農道（望郷ライン）の完成により、東

西を結ぶ幹線網が整備された。また、東京都世田谷区と昭和 56 年に区民健康村づくり相互

協力協定を締結し、都市と農村の交流事業を積極的に展開している。観光面では、道の駅

「川場田園プラザ」を中心とする拠点整備が進み、観光客は年々増加している。 
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　資料３　　 　令和８年度 教育行政方針 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川場村教育委員会 
 

　 基　 本　 理　 念　  

 

　川場村の未来を担う子どもたちが、郷土への深い愛着と誇りをもち、豊かな人間
性とたくましく生き抜く力を備えた「川場村ふるさと人材」へと成長できるよう、
教育の充実を図ります。 

　すべての子どもがその個性と可能性を最大限に伸ばし、生涯にわたって主体的に
学び続ける力を育むとともに、他者と協働し、地域や社会に貢献できる人材を育成
します。 

　また、学びは生涯にわたるものであるとの考えのもと、村民一人ひとりが知の進
化と自己実現を果たせる環境を整備し、共に学び、支え合う社会の実現を目指しま
す。 

 
 

　 基 本 方 針　  

 

　川場村教育委員会は、社会の今日的課題に対応し、基本理念を具体的に実現する
ため、次の基本方針に基づき、各種施策の充実と発展に努めます。 

 

１　「生きる力」を育む学校教育の充実 

　　すべての子どもが自ら学び、考え、行動する力を育むため、「川場の子どもは
　川場の宝」を合い言葉に、一人一人の個性や能力に応じた教育を推進します。ま
　た主体的で対話的な学びを促し、「自律した学習者」を育成する特色ある学校づ
　くりを目指します。 

 

２　学ぶ喜びと挑戦する意欲を育む教育の推進 

　子どもたちが学ぶ喜びを実感し、未来に向けて挑戦する意欲を持てるよう、対話
　を基盤とした協働的な学びを促進するとともに、ＩＣＴを活用した個別最適な学
　びを推進します。 

 

３　一貫した９年間の教育による確かな学びの構築 

  　「川場村ふるさと人材育成構想」に基づき、幼児期から義務教育終了までの９
　年間を通じた一貫教育を推進します。非認知能力の育成を基盤とし、「川場学」
　や英語教育を重視しながら、系統的かつ継続的な学びの場を整えます。 

 

４　共に学び合う生涯学習・社会教育の推進 

    「人づくりは村づくりの基本である」という理念のもと、村民の多様な学習の
　機会を得られる環境を整備します。文化・スポーツの振興を通して、心身の健康
　を促し、豊かな人間性を育むとともに、世田谷区との文化交流を推進し、地域社
　会の活性化を目指します。 

 

５　学校・家庭・地域の連携強化による「共育」の実現 

　　学校・家庭・地域が一体となり、子どもたちを育む「共育」の理念のもと、互
　いに協力しながら、それぞれの役割を果たせる環境を整えます。さらに、地域社
　会全体で「共育」を推進し、郷土を支えながらも国際的に活躍できる持続可能な
　社会の担い手を育成します。 
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 「生きる力」を育む学校教育の充実  

 教 育 理 念：当事者意識をもって主体的に考え、判断し、行動する「川場村ふるさと人材」の育成 

 学校のイメージ：子どもが主役で、子どもと教職員と地域が力を合わせてみんなで創る学校

１　学校経営の充実 

  ○校長のリーダーシップと経営方針の明確化による「子どもが主役の学校」の実現 

  ○コミュニティ・スクールの活性化による地域と一体となった学校経営の充実 

  ○ブロック長を中心とするチームによる組織的な学校経営の推進と、全職員参加による
　　学校組織の活性化 

２　教職員の資質・能力の向上 

  ○魅力的な課題を中心に据えた授業を構築するための教材研究や校内研修の充実 

  ○ＩＣＴ（Qubena：学習eポータル＋ＡＩ型教材、など）の活用による個別最適な学びや

　　協働的な学びの一体的な推進と子ども主体の学習活動の充実 

　○自己肯定感を高めることによる子ども一人ひとりの夢を育む指導の充実 

３　９年間の一貫教育を生かした「真の学力」の育成　☞「川場村ふるさと人材育成構想」参照 

　○「非認知能力の育成」を基盤にした「自律した学習者」の育成 

　　＊子どもがワクワクするような魅力的な課題から始まる「授業」の実施 

  ○子どもを学校づくりの当事者にすることによる「民主主義の担い手」の育成 

    ＊子どもが自ら考え、選択したり判断したりし、子ども同士が協働しながら課題を解

　　　決する場面の設定 

　○地域の人的・物的資源の活用と社会教育との連携による「地域の担い手」の育成 

    ＊「地域学校協働活動」の利点を生かした「川場学（ふるさと川場学習）」の系統性に

　　　基づく授業や各種行事の実施 

　○各種検定の奨励、ＡＬＴとの協働、国際交流事業等の推進による英語教育の充実 

　○群馬県教育委員会指定「非認知能力育成に向けたモデル校による実践研究」（３年間）

　　の成果と課題を踏まえた実践の推進 

  ○教育の情報化に向けたＩＣＴを積極的に活用した授業の充実 

　○児童生徒の悩みに寄り添う教育相談体制の強化といじめ防止活動の推進 

　○学校図書室の充実と利活用の促進による読書活動の推進 

４　特別支援教育の推進 

　○特別支援教育コーディネーターを中心とした校内支援体制の強化による一人一人に寄

　　り添う支援の充実 

５　幼児教育との円滑な接続 

  ○かわば森のこども園との連携強化による就学前の子どもや保護者の安心感の醸成 

６　健やかな体の育成と安全・安心な教育環境の整備 

　○児童生徒の健康を支える体力向上の取組の充実 

　○学校施設や防災・防犯対策の強化と安全・安心な教育環境の整備 

７  部活動の地域展開の推進 

　○川場村スポーツクラブ等の関係機関との連携による部活動の地域展開の推進 

　○児童生徒が生涯にわたりスポーツを楽しめる環境の整備 

８　学校における働き方改革の推進 

　○各種「提言」を踏まえた教職員の働き方改革の推進と持続可能な職場環境の構築 

９　学校・家庭・地域の連携 

  ○川場村ふれあい学習推進協議会やコミュニティールームの機能を生かした「月曜遊び

　　場」「火曜えいごあそび場」「水曜学び場」「おもいっきり探検隊」「川場中未来塾」「弟

　　子入り教室」の充実 

　○「川場村子ども応援隊スマイル」の機能を生かした授業ボランティアや登下校時の見

　　守り活動の充実 

  ○地域人材や本村出身者等との協働による地域学習やチャレンジウィーク、各種体験活

　　動の充実 

10  あいさつ運動の推進 

　○「あかるくさわやかに、いつでもどこでもだれとでも、さきに、つづけて」の励行 
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 共に学び合う生涯学習の推進  
 

１　変化する社会に対応した生涯学習の推進 

　○各種団体やグループ、ボランティア団体等の連携と協働による生涯学習の振興 

　○住民の多様なニーズや社会の変化に対応した学習機会の創出と支援の充実 

　○学習情報の提供、相談体制の整備・充実 

  ○住民の自己実現を図るための主体的な学習活動への支援や学習成果を生かしたボラン

　  ティア活動の促進 

　○地域と学校の協働による学びを通じた地域づくりの推進 

 

２　次代を担う青少年の健全育成　 

  ○青少年の多様な奉仕活動や体験活動を推進する「子ども教室」の実施 

  ○青少年の豊かな人間性と社会性を育成するための、学校・家庭・地域が一体となった

　　安全で安心な活動ができる居場所づくりの推進 

 

３　家庭教育支援の充実 

  ○子育てに関する学習機会の充実や父親の家庭教育への参加促進などの支援による家庭

　　の教育力の向上 

  ○子育てネットワークの構築や子育てサポーターの育成を通じた支援体制の強化 

　○多様な地域人材を活用した家庭教育支援体制の充実 

 

４　人権教育の推進 

　○人権問題の早期解決と人権教育・啓発活動の強化 

  ○日常生活における態度や行動に表れる豊かな人権感覚の育成 

 

５　特色ある文化の振興 

　○個性豊かな地域文化を創造するための、住民主体の文化活動への支援 

  ○伝統文化等の伝承、保存活動の奨励による地域における文化活動の活性化 

　○地域の歴史や文化等の理解を深めるための郷土資料の整備 

 

６　生涯スポーツの振興 

　○「NPO法人川場スポーツクラブ」と連携した自主的・主体的なスポーツ活動の充実 

　○生涯を通して地域特性を生かしたスポーツに親しむことによる健康の保持や体力の増

　　進 

【明るい村づくりのための生活目標】 

　・　｢あいさつ・へんじ・よいしせい」の推進 

  ・ 「ノーメディアデー」と「ファミリー読書」の推進 

 

 

 

 

 

 指定・補助事業等の推進  
 

　○〔文部科学省〕  地域学校協働活動推進事業（継続） 

　　　　　　　　　 　    ・放課後子ども教室　　　　  　　  　　　　＜川場村＞ 

　 　　　　　　　　      ・地域学校協働本部  　　　　  　　　　　　＜川場村＞ 

                         ・その他の学習支援・体験活動      　　　　＜川場村＞ 

　 　　　　　　　　      ・地域未来塾　　　 　　　       　　　　　＜川場村＞ 
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令和８年度 　 人権教育推進方針　 　 　 　 　 　  

川場村教育委員会　 

Ⅰ　基本方針                              

　豊かな心の育成を目指し、学校教育と社会教育との連携を図りながら基本的人権を

尊重する教育を推進する。 

 

１　人権尊重の精神に根ざした教育の充実 

  (1) 人権意識の高揚を図り、人権感覚を高める。 

  (2) 道徳教育の充実を図る。 

  (3) 各学校の人権教育主任等、指導者の資質の向上に努める。 

２　学校教育と社会教育の連携と啓発活動の充実 

  (1) 諸機関（学校・社会教育関係団体・人権団体等）との連携を図りながら、地域

　　の実態に即した啓発活動を推進する。 

 

Ⅱ　学校教育における人権教育 

１　施　策 

  (1) 各学校の教育課程における人権教育の位置付けを明確にし、組織的・計画的な

    指導が展開できるよう全体計画や年間指導計画等の改善・充実を図る。 

  (2) 児童生徒の実態に即した「直接的指導・間接的指導・常時指導」を進めること

    により、人権尊重の意識の高揚と学力の向上及び進路指導の充実に努める。 

　(3) 各学校における人権教育が円滑に推進され、家庭や地域社会との連携のもとに、

    より一層の効果を上げるために、保護者等への啓発活動の改善・充実を図る。 

  (4) 人権教育主任を中核として、自校の人権教育推進組織の活性化を図るとともに、

    教職員の資質向上に努める。 

 

２　推進上の留意点 

　　各学校においては、以下の点に留意して人権教育を推進する。 

  (1) 人権教育全体計画及び年間指導計画を見直し、有機的に機能するよう改善する。 

　　①人権教育の目標を設定し、各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間など

      における指導の関連性をもたせたり、体験活動・交流活動等を取り入れたりし

      て、組織的、継続的な指導ができるようにする。 

　　②「人権の尊重」「学力の向上」「自主的に活動できる児童生徒の育成」に重点を

       おいて、人権感覚を身に付けるための指導ができるようにする。 

  (2) 教育活動全体をとおして、直接的指導、間接的指導、常時指導が相互に補完し

    合い、人権感覚を身に付けていくよう努める。 

　　①直接的指導では、人権問題等にかかわる歴史的、社会的要因を正しく理解させ、

      差別を見抜く科学的な認識力を育成する。 

　　②間接的指導では、教科等の学習で人権教育と密接に関連をもつものを明確に押

      さえ、人間尊重の精神や科学的、合理的なものの見方などを育てるようにする。 

　　③常時指導では、日常の学級経営や生徒指導等において、相手の立場にたっても

      のごとを考え、行動できる心情や態度を育て、温かい思いやりのある人間関係

      を醸成する。 
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  　④これらを踏まえ、次のことに留意して日々の指導の充実に努める。 

　　　◇一人一人の実態を把握し、指導のねらいを明確にする。 

　　　◇基礎的・基本的な内容を確実に身に付けるための指導を工夫する。 

　　　◇一人一人が主体的に参加できるよう、自らの課題を追究する場や指導形態を

　　　　工夫する。 

　　　◇「差別をしない、させない」「いじめは許さない」教育の徹底を図る。 

　　　　・心身に障害のある児童生徒への配慮をする。　 

　　　　・学習の雰囲気が明るく自由であるよう配慮する。　 

　　　　・どの児童生徒にも公平な態度で接する。　　　 

　(3) 関係機関等の人権教育啓発資料を活用したり、学校のたより等で人権教育にか

    かわる活動の紹介をしたりするなど、啓発活動を工夫する。 

  (4) 人権教育主任等を核として、全教職員が人権に関する重要課題について正しい

    理解と認識を深めることができるように、研修計画を作成するなど研修の充実を

    図る。 

 

Ⅲ　社会教育における人権教育 

１　施策 

  (1) すべての村民を対象として、人権尊重、合理的・科学的な生活態度、社会的連

    帯意識等に関する課題を内容とした学習機会の提供に努める。 

  (2) 文化会館、地域集会所等において、村民の自主的・組織的な学習活動を促進す

    る中で、日常生活に態度や行動として現れる豊かな人権感覚の育成に努める。 

  (3) 実施にあたっては、学習者の実態、地域の実情、学習形態の特質等各種の条件

    に応じた参加体験型の学習方法を工夫するとともに、学校教育及び社会教育関係

    団体や関係行政機関との連携に努める。 

 

２　推進上の留意点 

　　以下の留意点に配慮して実践を行う。 

  (1) 人権教育推進体制の充実を図る。 

　　  組織が形骸化しないよう見直しを図り、組織の機能が発揮されるよう地域に根

    ざした推進協議会とする。 

  (2) 各種学級・講演会・研修会等の充実を図る。 

　　  さまざまな人権問題を解決するために、現実の課題や村民が必要とする学習内

    容等を積極的に取り上げるとともに、参加者主体の学習方法を工夫する。 

  (3) 学校・社会教育関係団体、その他の機関等との連携を図る。 

　　  各種関係団体、関係機関等との連携を密にして、社会教育における人権教育の

    総合的推進に努める。 

  (4) 人権教育指導者の養成と確保を図る。 

　　  社会教育委員や各種団体等の指導者の指導力の向上を図るため、対象者に応じ

    た教材の開発、テーマの設定、参加体験型の研修等の充実を図る。 

  (5) 啓発活動の充実を図る。 

　　①明るい家庭・地域社会づくり等との結び付きを図り、効果的な啓発活動を工夫

      する。 
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　　②啓発活動の推進にあたっては、差別の解消が差別の再生産とならないよう特に

      留意して行う。 

  (6) 文化会館における人権教育の充実を図る。 

  　　文化会館で開催される各種の学級・講座等に人権問題を積極的・計画的に位置

    付け、生活の中で態度や行動に現れるような人権感覚を育成する。 

  (7) 社会教育における人権教育の学習計画作成と学習内容の精選を図る。 

　　①学習計画の作成にあたっては、村民の意識や実態等に基づいて問題点や課題を

      把握し、地域の実情にあったものにする。 

　　②学習内容は、さまざまな人権問題に関することをふまえ、問題解決に向けて村

      民一人一人の態度や行動に現れるものとする。 

                                            　

 

          

【資料】令和８年度　啓発年間強調事項 

  (1) 女性の人権を守ろう 

　(2) 子どもたちの人権を守ろう 

  (3) 高齢者を大切にする心を育てよう 

  (4) 障害のある人たちの自立と社会参加を進めよう 

  (5) 同和問題に関する偏見や差別をなくそう 

  (6) 外国籍の人たちの人権を尊重しよう 

  (7) ＨＩＶ感染者等の人たちに対する正しい知識や理解を深めよう  

  (8) ハンセン病元患の人たちに対する正しい知識の普及と理解を深めよう 

  (9) 犯罪被害者等やその家族に対する偏見をなくそう 

 (10) インターネットを悪用した人権侵害をなくそう 

 (11) 性的少数者の人たちへの差別や偏見をなくそう 

 (12) 刑を終えて出所した人やその家族に対する偏見をなくそう 

 (13) 拉致被害者とその家族の人権に関する理解を深めよう 

 (14) 上記以外の多様な人権問題に関心をもち、偏見や差別をなくそう 

 



令和８年度　教育費予算（当初）

項　　　目 予算額(千円) 前年比(％)

教育費総額 200,207 96.4% 村　民 69.1

　１．教育総務費 30,348 93.1% 村　民 10.5

　　①教育委員会費 1,156 95.4% 村　民 0.4

　　②事務局費 6,513 65.3% 村　民 2.2

　　③国際交流費 22,679 105.8% 村　民 7.8

　２．義務教育学校費 93,864 77.2% 児童生徒 442.8

　　①学校管理費 25,669 58.9% 児童生徒 121.1

　　②教育振興費 13,213 71.8% 児童生徒 62.3

　　③調理場費 33,683 113.1% 児童生徒 158.9

　　④給食費 21,299 112.9% 児童生徒 100.5

　４．高等学校費 47 70.1% 高校生 11.8

　　①高等学校費 47 70.1% 高校生 11.8

　５．社会教育費 18,324 101.8% 村　民 6.3

　　①社会教育総務費 9,349 112.7% 村　民 3.2

　　②文化会館費 5,674 82.9% 村　民 2.0

　　③資料館費 2,529 131.0% 村　民 0.9

　　④交流事業費 0 0.0% 村　民 0.0

　　⑤文化財調査費 772 89.7% 村　民 0.3

　６．保健体育費 57,624 162.4% 村　民 19.9

　　①保健体育総務費 57,624 162.4% 村　民 19.9

村予算総額 2,915,762 100.0% 村　民 1006.5

＊村予算総額に対する教育費の割合 6.87%

（令和８年４月１日現在）

一人当たりの予算額(千円)
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教育総務費

保健体育費

川場学園費

社会教育費

高等学校費

教育総務費, 30,348千円…

保健体育費

57,624千円

29%

川場学園費

93,864千円…

社会教育費

18,324千円

9%

高等学校費

47千円

0%

令和８年度教育費予算額 177,912千円

保健体育費

19.9千円

4%

川場学園費

442.8千円

90%

社会教育費

6.3千円

1%

高等学校費

11.8千円

3%

村民一人あたりの教育費予算額 640千円
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教育委員会機構図（令和8年４月1日現在）

主要担当事務

支援員

公仕

施設管理・運営

収蔵品管理

教育委員会

教育長

（文化会館館長（兼務））

（むらの学習館長（兼務））

学校教育係
教育委員会事務局長

（生涯学習係長（兼））
庶務・学校教育

給食事務

歴史民俗資料館

社会教育

社会体育、文化財

文化会館管理・運営

むらの学習館

生涯学習係

施設管理・運営

川場学園
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川 場 学 園 
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令 和 ８ 年 度 川 場 村 教 育 要 覧 資 料  

                                                川 場 村 立 川 場 学 園  

１．学校の教育目標等  

 (1)教 育 理 念  
    「 当 事 者 意 識 を も っ て 主 体 的 に 考 え 、判 断 し 、行 動 す る 川 場 村 ふ る

さ と 人 材 の 育 成 」  
 
 (2) 学 校 の 教 育 目 標 と 重 点  
    学 校 教 育 目 標  
   「 自 分 と 向 き 合 う 力 、自 分 を 高 め る 力 、他 者 と つ な が る 力 を 磨 く 川

場 学 園 」  
 

  (3)基 本 目 標 （ 目 指 す 子 ど も 像 ）  
  〇 粘 り 強 く 自 分 を 鍛 え る 子 （ 自 分 と 向 き 合 う 力 ）  
  ○ 自 ら 進 ん で 自 分 の よ さ を 発 揮 で き る 子 （ 自 分 を 高 め る 力 ）  
  ○ 友 達 と 協 力 し て 課 題 を 解 決 で き る 子 （ 他 者 と つ な が る 力 ）  
 

２．学校の経営方針  

「 学 校 教 育 目 標 の 達 成 に 向 け 、 職 員 の わ （ 和 ・ 輪 ・ 話 ） を 大 切 に 、 一
枚 岩 と な っ て 子 ど も の 成 長 を 支 え る 学 校 づ く り 」  

 
◎ ス ロ ー ガ ン  

 「 共 に 学 び 、 共 に 育 つ 、 ９ 年 間 」  

     ～ 学 び や 人 の つ な が り を 生 か し た 子 ど も が 主 役 の 学 び 舎 ～  
  
  共 に 学 び：子 ど も 同 士 は も ち ろ ん 、教 師・地 域・保 護 者 も 含 め た「 学

び 合 い 」 の 推 進  
       互 い に 支 え 合 い 、認 め 合 い 、教 え 合 い な が ら 学 び を 深 め

て い く  
  共 に 育 つ：知 識 だ け で な く 、人 間 性・感 性・思 い や り 等 を 育 む 場 と

し て 、 互 い に 影 響 し 合 い な が ら 共 に 成 長 し て い く  
  ９ 年 間  ：一 貫 し た 系 統 的 な 指 導 、学 び の 連 続 性 と 継 続 性 、一 人 一

人 の 成 長 を 見 守 り 支 え る 組 織 的 な 指 導 体 制 の 充 実 と 高
い チ ー ム 力 を 発 揮 す る 職 員 集 団  

 

  ◎ 目 指 す 学 校 像  
・ 一 人 一 人 が 主 体 的 に 判 断 し 、 自 信 を も っ て 力 が 発 揮 で き る 学 校  

  ・ 協 働 し て 学 び 、 創 造 的 思 考 力 を 高 め 合 え る 学 校  
    ・ 自 他 の 命 を 大 切 に し 、 安 全 で 明 る く 活 力 あ る 学 校  
  ・ふ る さ と 川 場 村 の 文 化・伝 統 を 受 け 継 ぎ 、地 域 と 共 に 歩 み 次 代 の

地 域 の 担 い 手 を 育 て る 学 校  
   ◎ 目 指 す 教 師 像  
  ・ 広 い 視 野 と 展 望 を 持 ち 、 自 ら の 人 間 性 を 高 め て い く 教 師  
   ・子 ど も 一 人 一 人 の 個 別 最 適 な 学 び を コ ー デ ィ ネ ー ト し 、自 律 し た

学 習 者 を 育 成 で き る 教 師  
  ・子 ど も の 多 様 性 や 発 達 段 階 の 特 性 を 理 解 し 、一 人 一 人 に 愛 情 と 情

熱 を も っ て 寄 り 添 え る 教 師  
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  ・同 僚 と 切 磋 琢 磨 し 、保 護 者・地 域 と の 交 流 を 深 め 、専 門 性 を 高 め
て い く 教 師  

 

３  各 項 目 の 重 点 目 標 と 具 体 的 な 方 策  
 (1) 組 織 運 営                                          
  ◎ 教 育 目 標 や 本 年 度 の 重 点 目 標 の 達 成 に 向 け 、職 員 が 自 己 の 役 割 や

責 任 を 自 覚 し 、個 々 の よ さ を 生 か し な が ら 、互 い に 支 え 合 い 、連
携 ・ 協 働 す る 組 織 的 な 学 校 経 営 を 推 進 す る 。  

  ・前 、中 、後 期 ブ ロ ッ ク を 編 成 し 、ブ ロ ッ ク 主 任 を 中 心 に 、地 域 や
外 部 人 材 と 積 極 的 に 協 働 し な が ら 、よ り 効 果 的 な 教 育 活 動 を 実 践
す る 。  

  ・教 育 活 動 が 学 校 教 育 目 標 や 重 点 目 標 の 達 成 に 資 す る よ う 、Ｐ Ｄ Ｃ

Ａ サ イ ク ル に よ る 教 育 活 動 の 見 直 し・改 善 を 図 り 、よ り 効 果 的 な
活 動 と な る よ う 工 夫 す る 。ま た 、実 施 後 は 教 育 活 動 の 評 価・反 省
を 行 い 、改 善 策 を 職 員 会 議 等 で 確 認 す る と と も に 、次 年 度 に 引 き
継 ぐ 。  

  ・単 元 構 想 や 授 業 づ く り 、Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 等 に つ い て 職 員 間 で 相 談 し
た り 、互 い の 授 業 を 見 合 っ て 学 ん だ り す る 機 会 を 持 て る よ う に す
る と と も に 、そ の よ う な 職 員 間 の 雰 囲 気 づ く り が で き る よ う 、管
理 職 か ら の 声 掛 け や 、 主 任 等 に 対 す る ア ド バ イ ス 等 を 適 切 に 行
う 。  

  ・地 域 や 保 護 者 か ら 信 頼 さ れ る 学 校 を 目 指 し 、服 務 規 律 の 確 保 を 徹
底 す る た め 、職 員 の 実 態 や 実 施 時 期 を 考 慮 し た 情 報 提 供 や 研 修 等

を 実 施 し 、 知 識 を 深 め 意 識 の 高 揚 を 図 る 。  
・業 務 量 を 管 理 し 、勤 務 時 間 の 適 正 化 や 積 極 的 な 年 休 の 取 得 、適 切

な 授 業 時 数 の 編 成 等 を 行 う と と も に 、日 常 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を 大 切 に し 、 風 通 し の よ い 職 場 の 雰 囲 気 作 り に 努 め る 。  

・職 員 が 児 童 生 徒 や 保 護 者 と の 信 頼 関 係 の 構 築 や 専 門 性 の 発 揮 な ど
に よ り 、い き い き と 教 育 活 動 に 取 り 組 み 、働 き が い を 実 感 で き る
よ う な 校 務 分 掌 の 編 成 と 組 織 づ く り を 行 う 。  

 
 (2) 教 育 課 程 ・ 学 習 指 導  
  ◎ 学 び の 連 続 性 や 継 続 性 、一 貫 し た 指 導 の 充 実 を 目 指 し 、非 認 知 能

力 の 育 成 と そ れ を 基 盤 と し た 学 力 の 向 上 に 向 け 、 効 果 的 な 探 究
的 、 協 働 的 な 学 び を 実 現 す る 授 業 改 善 を 図 る 。  

  ・前 期 ブ ロ ッ ク は 学 級 担 任 制 、５ ．６ 年 生 は 乗 り 入 れ 授 業 、７ ～ ９
年 生 は 教 科 担 任 制 を 取 り 入 れ 、児 童 生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ た 指 導
体 制 を 整 え る と と も に 、 指 導 の 充 実 を 図 る 。  

  ・体 験 活 動 や 日 常 生 活 と の 関 連 を 図 る 中 で 、子 ど も が ワ ク ワ ク す る
よ う な 学 ぶ 必 要 感 の あ る「 問 い 」を 大 切 に し た 魅 力 的 な 課 題 設 定
を し 、多 様 な 他 者（ 友 人・地 域 人 材 等 ）と の 学 び 合 い を 効 果 的 に
取 り 入 れ 、 協 働 的 な 学 び を 充 実 さ せ る 。  

  ・課 題 の 設 定 、情 報 の 収 集・分 析 、ま と め を す る 際 に 、Ｉ Ｃ Ｔ を 効
果 的 に 活 用 し な が ら 個 の よ さ や 可 能 性 を 発 揮 し 、異 な る 考 え 方 も
自 分 の 学 び に つ な げ て い く 力 を 育 成 す る 。  

  ・各 教 科 の 見 方・考 え 方 を 踏 ま え 、深 い 学 び の 姿 を 明 確 に し 、ね ら

い に 迫 る た め の 多 様 な 手 立 て を 単 元 や 各 時 間 の 中 に 意 図 的・計 画
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的 に 設 定 し 、既 習 の 知 識 や 技 能 を 活 用 し て 主 体 的 に 課 題 解 決 を 図
る こ と で 、 思 考 力 ･判 断 力 ･表 現 力 を 伸 ば す 授 業 を 実 践 す る 。  

  ・自 主 的 な 学 習 習 慣 の 形 成 を 図 る た め に 、「 家 庭 学 習 の 手 引 き 」や
学 習 支 援 ソ フ ト 等 を 活 用 し て 、一 人 一 人 の 学 習 状 況 を 家 庭 と 共 有
し な が ら 、実 態 に 応 じ た 指 導 を 行 う 。ま た 、月 曜 遊 び 場 や 水 曜 学
び 場 、未 来 塾 等 と の 連 携 を 図 り 、授 業 以 外 の 学 習 も 充 実 さ せ 、自
律 し た 学 習 者 の 育 成 を 図 る 。  

  ・各 教 科 等 に お い て 、教 科 等 の 目 標 や 児 童 生 徒 の 実 態 を 踏 ま え 、単
元 毎 に 身 に 付 け さ せ た い 資 質・能 力 を 明 確 に し 、そ れ に 基 づ く ９
年 間 を 見 通 し た 系 統 的 ・ 計 画 的 な 指 導 計 画 の 見 直 し を 行 う 。  

 
  (3) 生 徒 指 導                                           

   ◎ 児 童 生 徒 の 自 発 的・主 体 的 な 成 長 を 支 え る た め の 安 全・安 心 な 学
校 づ く り に 取 り 組 む 。  

   ・生 徒 指 導 の 場 面 を 好 機 と 捉 え 、自 己 決 定 を 促 す 言 葉 掛 け を す る こ
と で 、内 面 を 言 語 化 さ せ 、問 題 を 自 分 で 解 決 す る 体 験 を 大 切 に す
る 。そ の 際 に は 、児 童 生 徒 の 判 断・解 決 方 法 を 尊 重 す る と と も に 、
教 師 の 客 観 的 な 評 価 も 加 え な が ら 、自 己 指 導 能 力 が 高 ま る よ う 適
切 な 働 き か け を 行 う 。  

  ・本 校 の 特 色 あ る 教 育 活 動 と 、育 成 が 期 待 で き る 非 認 知 能 力 の 関 連
性 を 明 確 に し 、児 童 生 徒 が 主 体 的 に 取 り 組 み 、活 躍 で き る 場 面 を
意 図 的 ・ 計 画 的 に 設 定 す る 。  

    ・育 て た い 非 認 知 能 力 を 児 童 生 徒 が 自 ら 明 確 に し 、そ の 達 成 に 向 け

た 個 人 目 標 を 子 ど も 自 ら が 設 定 し て 学 期 毎 に 達 成 状 況 を 振 り 返
ら せ る こ と で 、 成 長 の 自 覚 と 次 へ の 目 標 づ く り に 生 か す 。  

  ・毎 月 実 施 す る「 生 活 ア ン ケ ー ト 」の 結 果 分 析 を 丁 寧 に 行 う と と も
に 、ブ ロ ッ ク 制 を 生 か し て 常 に 複 数 の 目 で 児 童 生 徒 を 見 た り 、SC
や SSW と 連 携 し た り し な が ら 児 童 生 徒 の 変 容 に 気 付 く こ と が で
き る よ う に し 、 い じ め や 不 登 校 の 未 然 防 止 に 努 め る 。  

   ・授 業 や 行 事 、ま た 学 校 生 活 全 般 に お い て 、自 他 の よ さ に 目 を 向 け
る こ と を 大 切 に し 、互 い に 支 え 合 い 高 め 合 う「 自 他 共 栄 」の 精 神
を 実 現 し て い く 。  

  ・自 己 肯 定 感 や 自 己 有 用 感 を 育 む た め 、専 門 委 員 会 や 学 年 ブ ロ ッ ク
活 動 、全 校 縦 割 り 活 動 等 の 児 童 生 徒 主 体 の 活 動 や 行 事 等 の 充 実 を
図 り 、ね ら い を 明 確 に し た 異 年 齢 交 流 に 努 め る 。ま た 、児 童 生 徒

の 頑 張 り や よ さ を 認 め 、 タ イ ミ ン グ よ く 具 体 的 に 褒 め る こ と で 、
自 己 有 用 感 を 育 む 。  

    ・「 学 校 い じ め 防 止 基 本 方 針 」に 基 づ く 組 織 的 な 対 応 を 推 進 す る と
と も に 、い じ め 防 止 年 間 計 画 に 基 づ き 、専 門 委 員 会 を 中 心 と し た
児 童 生 徒 主 体 の い じ め 防 止 活 動 を 推 進 す る 。  

 
  (4) キ ャ リ ア 教 育  
   ◎「 川 場 村 ふ る さ と 人 材 育 成 構 想 」に 基 づ い た 教 育 活 動 を 充 実 さ せ 、

自 ら の 進 路 へ の 希 望 と 進 路 を 切 り 開 く 意 志 が 持 て る よ う 、９ 年 間
を 見 通 し た キ ャ リ ア 教 育 を 計 画 的 に 推 進 す る 。  

  ・児 童 生 徒 が 主 体 的 に 地 域 の 自 然 や 文 化 を 探 究 し て ふ る さ と の よ さ

を 知 り 、 地 域 を 支 え る 一 人 と し て の 自 覚 と 意 識 が 高 ま る よ う に 、
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地 域 学 習 等 を 家 庭・地 域 と 連 携 し な が ら 計 画 的 に 行 い 、川 場 学 を
継 続 ・ 発 展 さ せ る 。  

  ・姉 妹 校 で あ る 世 田 谷 区 立 千 歳 台 小 学 校 と の 交 流 や 、オ ー ス ト ラ リ
ア ホ ー ム ス テ イ 、イ ン グ リ ッ シ ュ キ ャ ン プ 等 に 代 表 さ れ る 国 際 理
解 教 育 で は 、互 い の 自 然 環 境 や 暮 ら し の 違 い を 知 り 、ふ る さ と を
さ ら に 深 く 理 解 し 大 切 に し よ う と す る 気 持 ち と 世 界 で 活 躍 す る
グ ロ ー バ ル 人 材 の 育 成 を 図 る 。  

  ・地 域 と 連 携 し た 職 場 体 験 学 習 や 身 近 な 社 会 人 の 話 を 聞 く キ ャ リ ア
集 会 等 を 充 実 さ せ 、自 ら の 生 き 方 を 考 え る き っ か け づ く り を 行 う
と と も に 、各 種 通 信 や Web ペ ー ジ 等 を 活 用 し 、進 路 に 関 す る 情 報
発 信 を 充 実 さ せ 、 保 護 者 へ の 啓 発 や 連 携 の 強 化 を 図 る 。  

 

 (5) 健 や か な 体 づ く り  
   ◎ 体 力 向 上 プ ラ ン に 基 づ い た 取 組 を 推 進 し 、健 康 課 題 の 改 善 に 主 体

的 に 取 り 組 む 児 童 生 徒 を 育 て る 。  
   ・体 力 向 上 プ ラ ン の 確 実 な 実 施 と 運 動 機 会 の 確 保 の た め 、全 教 職 員

が 自 校 の 体 力 向 上 に 関 す る 課 題 を 把 握 し 、教 科 体 育 の 充 実 を 図 る
と と も に 、全 教 育 活 動 を 通 じ た 日 常 的 か つ 継 続 的 な 体 力 向 上 に 向
け た 取 組 を 推 進 す る 。  

  ・運 動 す る こ と の 楽 し さ を 感 じ ら れ る よ う に 、朝 活 動 や 体 育 的 諸 活
動 を 工 夫 し 、 異 学 年 交 流 や 外 遊 び 等 へ の 働 き か け を 行 う 。  

  ・体 力 や 技 術 の 向 上 を 図 る た め 、朝 行 事 の 時 間 を 活 用 し た り 、水 泳
練 習 や 陸 上 練 習 、駅 伝 練 習 へ の 積 極 的 な 参 加 と 目 標 達 成 へ の 支 援

を 行 っ た り す る 。  
   ・学 校 の 健 康 課 題 や 個 別 の 課 題 の 改 善 に 向 け 、校 内 の 関 係 す る 分 掌

が 連 携 し 、地 域 や 家 庭 と 協 力 し な が ら 、学 級 活 動 や 学 校 保 健 委 員
会 等 の 活 動 を 充 実 さ せ る 。     

  ・自 分 の 健 康 を 自 分 で 守 る た め の 食 育 の 推 進 を 図 る た め に 、栄 養 教
諭 が 中 心 と な り 、日 常 の 指 導 や 個 別 の 健 康 課 題 へ の 指 導 を 充 実 さ
せ 、望 ま し い 食 習 慣 や 食 生 活 の 形 成 に つ い て 、地 域 や 家 庭 と 連 携
し た 取 組 を 行 う 。  

 
 (6) 学 校 安 全 ・ 危 機 管 理    
  ◎ 学 校 、家 庭 、地 域 が 連 携 し 、児 童 生 徒 の 安 全 確 保 と 危 機 回 避 能 力

の 育 成 に 努 め る 。  

・地 域 の 諸 機 関 と の 連 携 の 下 、児 童 生 徒 の 安 全 確 保 に 必 要 な 対 応 を
速 や か に 実 行 で き る よ う 、学 校 評 価 ア ン ケ ー ト や 懇 談 会 な ど の あ
ら ゆ る 機 会 を 捉 え 、 情 報 の 把 握 や 共 有 に 努 め る 。  

・集 団 下 校 指 導 や 交 通 安 全 教 室 の 充 実 、通 学 部 会 に よ る 登 下 校 の 振
り 返 り 、自 転 車 点 検 及 び 駐 在 所 職 員 に よ る 自 転 車 の 乗 り 方 指 導 教
室 、各 種 避 難 訓 練 を 効 果 的 に 実 施 し 、児 童 生 徒 自 ら が 危 険 を 予 測
し 、 回 避 す る 能 力 を 高 め る こ と の で き る 安 全 教 育 を 推 進 す る 。  

◎ 教 職 員 の 危 機 管 理 能 力 を 高 め 、施 設 設 備 の 安 全 管 理 や 危 機 管 理 を   
徹 底 す る 。  

  ・ リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト や ク ラ イ シ ス マ ネ ジ メ ン ト を 確 実 に 行 う た
に 、危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル を 活 用 し た 職 員 研 修 や 各 種 避 難 訓 練 等 の

評 価  を 基 に し た マ ニ ュ ア ル の 見 直 し を 図 る 。  
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  ・確 実 な 安 全 点 検 の 実 施 と 、地 域 や 家 庭 と 連 携 し た 登 下 校 の 安 全 指
導 を 徹 底 す る 。  

  ・職 員 の 危 機 管 理 能 力 を 高 め る た め に 、「 報 告 、連 絡 、相 談 」に 加
え て「 確 認 、記 録 」を 徹 底 す る 。そ の 上 で 不 測 の 事 態 に 備 え る な
ど 、 危 機 管 理 能 力 の 向 上 に つ な げ て い く 。  

 
  (7) 特 別 支 援 教 育  

◎ 特 別 な 支 援 を 必 要 と す る 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 実 態 や 発 達 段 階 に
応 じ た 指 導 ・ 支 援 の 充 実 を 図 る 。  

   ・子 ど も の 思 い や 願 い に 寄 り 添 い 、自 己 実 現 が 図 れ る よ う に 連 続 性
の あ る 多 様 な 学 び の 場 の 工 夫 ・ 整 備 を 行 う 。  

・ 校 内 教 育 支 援 委 員 会 や 日 常 の 情 報 交 換 を 通 し て 、 個 別 の 教 育 支

援 計 画 や 個 別 の 指 導 計 画 を 基 に 、 一 人 一 人 の 実 態 に 合 わ せ て 見
通 し を も っ た 効 果 的 な 支 援 が 行 え る よ う に す る 。  

  ・担 任 や 担 当 だ け が 抱 え 込 む こ と な く 、組 織 的 に 特 別 支 援 教 育 を 進
め て い く た め に 、 必 要 に 応 じ て 校 内 教 育 支 援 委 員 会 を 行 っ た り 、
特 別 支 援 教 育 の 専 門 相 談 員 や 特 別 支 援 学 校 の 専 門 ア ド バ イ ザ ー
等 、 外 部 機 関 の 協 力 を 得 た り し な が ら 、 適 切 な 支 援 を 行 う 。  

   ・通 級 指 導 教 室 で は 、学 習 指 導 や 自 立 活 動 の 指 導 を 通 し て 、障 害 に
よ る 学 習 や 生 活 の 困 難 を 改 善 し た り 克 服 し た り で き る よ う に 指
導 の 工 夫 を 図 る 。  

  
  (8) 家 庭 や 地 域 社 会 と の 連 携 ・ 協 働  

   ◎ コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル と 地 域 学 校 協 働 活 動 の 一 体 的 推 進 を 図
り 、様 々 な 立 場 の 人 た ち が 連 携・協 働 し な が ら 、未 来 の 創 り 手 と
な る た め に 必 要 な 資 質 ・ 能 力 を 育 む 。  

・地 域 を 深 く 知 り 、地 域 を 愛 す る 児 童 生 徒 を 育 成 す る た め に 、「 川
場 村 ふ る さ と 人 材 育 成 構 想 」の 継 続 推 進 を 行 い 、「 川 場 学 」の 充
実 に よ る 郷 土 へ の 愛 着 心 を 醸 成 す る 。  

・育 て た い 子 ど も 像 や 目 指 す べ き 教 育 の ビ ジ ョ ン を 明 確 に し 、そ れ
を 保 護 者 や 地 域 と 共 有 す る と と も に 、総 合 的 な 学 習 の 時 間 や ク ラ
ブ 活 動 、学 校 行 事 等 に 地 域 の 力 を 積 極 的 に 取 り 入 れ 、子 ど も た ち
に と っ て 魅 力 あ る 学 習 を 展 開 す る 。  

  ・学 校 の 方 針 や 取 組 に つ い て 理 解 と 協 力 が 得 ら れ る よ う 、 Web ペ ー
ジ や 各 種 通 信 等 を 活 用 し 、積 極 的 に 学 校 の 様 子 の 発 信 に 努 め る と

と も に 、日 頃 か ら 児 童 生 徒 に 関 す る 保 護 者 と の 情 報 交 換 を 密 に す
る 。  

 
４ ． 研 究 主 題  

(1) 研修主題    

   ぐんぐん伸びる！自ら学びをつくり深めていく児童生徒の育成  
      ～GBU シートを活用した授業改善を通して～ 

(2) 子 ど も の 実 態 と の 関 わ り    
 ・ 授 業 の 中 に 「 他 者 と つ な が る 力 」 に 働 き か け る ギ ミ ッ ク を 取 り 入

れ た こ と で 、 課 題 解 決 に 意 欲 的 に な っ た り 、 考 え や 意 見 を 話 す ・
聞 く 力 が 高 ま っ た り し た 児 童 生 徒 が 多 く 見 ら れ た 。  

・一 方 、交 流 の 際 、自 信 が も て ず 発 言 に 踏 み 出 せ な か っ た り 、学 び を
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「 深 め る 」 段 階 に 到 達 で き な か っ た り し た 児 童 生 徒 も 見 ら れ た 。  
(3) 指 導 の 在 り 方 と の 関 わ り  
 ・ ギ ミ ッ ク が 非 認 知 能 力 の 育 成 に 効 果 が あ る と 認 め ら れ た の で 、 今

年 度 は 意 欲 や 向 上 心 、 自 信 と い っ た 「 自 分 を 高 め る 力 」 に 働 き か
け る ギ ミ ッ ク に 重 点 を 置 き 、 授 業 の 中 に 取 り 入 れ て い く 。  

・学 び を「 深 め る 」た め に 、多 様 な 視 点 か ら の 交 流 や 、個 人 で 再 考 す
る 場 面 の 工 夫 が 重 要 で あ る が 、 教 師 の 問 い か け や 揺 さ ぶ り な ど 、
適 切 な 働 き か け が 十 分 で は な か っ た 。  

・取 り 入 れ た ギ ミ ッ ク に 期 待 さ れ る 効 果 を 明 確 に し た り 、児 童 生 徒 の
変 容 を 見 取 り や す く し た り す る 工 夫 も 必 要 で あ る 。  

(4) 研 修 内 容 ・ 方 法    
 ① 具 体 化 し た 目 指 す 子 ど も 像   

   【 前 期 ブ ロ ッ ク （ １ ～ ４ 年 生 ） 】  
自 分 の 興 味 や 関 心 を も と に 、 解 決 方 法 を 選 ん で 取 り 組 む こ と で 、
自 己 の 成 長 に つ な げ る こ と が で き る  

【 中 期 ブ ロ ッ ク （ ５ ～ ７ 年 生 ） 】  
自 分 で 目 標 を 決 め 、対 話・交 流 を 生 か し 、試 行 錯 誤 し な が ら 取 り
組 む こ と で 、 自 他 の 成 長 に つ な げ る こ と が で き る  

【 後 期 ブ ロ ッ ク （ ８ ～ ９ 年 生 ） 】  
自 分 で 見 出 し た 課 題 に 対 し て 、自 分 の よ さ を 発 揮 し 、試 行 錯 誤 し
な が ら 取 り 組 む こ と で 、 自 他 の 成 長 に つ な げ る こ と が で き る 。  

【 特 別 支 援 学 級 】  
自 分 に 合 っ た 方 法 や 支 援 を 活 用 し な が ら 、 安 心 し て 学 び に 向 か

い 、で き た 喜 び を 積 み 重 ね る こ と で 、自 己 の 成 長 に つ な げ る こ と
が で き る 。  

② 共 通 実 践 す る 手 立 て  
  ・ 非認知能力の「自分を高める力」の能力群に重点を置き、自ら課

題を見出し、解決への見通しをもって学び方の自己決定ができた
り、対話・交流を生かして試行錯誤ができたりするよう、深い学
びにつながるギミックの工夫をする。  

・ギミックブ ラッ シュアップシ ート （以下、ＧＢ Ｕシ ート）を活 用
してギミッ クの目 的や期待さ れる効 果を明確に し、授 業におけ る
実際の子どもの姿を振り返ることを積み重ねる。  

 

(5) 研修計画                                                                   

月日  研  修  内  容  及  び  方  法  

4.10 
 

 

研 修 主 題 ・ 副 主 題 の 検 討 （ 推 進 委 員 会 ）  

○ 児 童 生 徒 の 実 態 や 課 題 の 分 析  

・ 「 他 者 と つ な が る 力 」 を 発 揮 す る 児 童 生 徒 が 増 え て き た 一 方 、 自

信 が も て ず に 発 言 で き な か っ た り 、 学 び を 深 め る 段 階 に 到 達 で き

な か っ た り し た 児 童 生 徒 も い る こ と が 明 ら か に な っ た 。⇒  今 年 度

の 重 点  

4.20 
 

今 年 度 の 校 内 研 修 に つ い て  

○ 研 修 主 題 ・ 副 主 題 、 目 指 す 子 ど も 像 の 検 討  

・ GB Uシ ー ト の 活 用 を 共 通 実 践 の 手 立 て の 中 心 に し て い く こ と 、目 指

す 子 ど も 像 に つ い て 、「 自 己 の 成 長 」 か ら 「 自 他 の 成 長 」 へ と 段 階

的 に 進 め る ほ う が よ い こ と が 明 ら か に な っ た 。  
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5.11 

研 修 計 画 の 確 認 、 具 体 的 な 研 修 の 方 向 性 の 共 通 理 解  

○ 目 指 す 子 ど も 像 の 検 討 、 G BU シ ー ト の 活 用 に つ い て の 確 認  

・目 指 す 子 ど も 像 に つ い て 意 見 を 出 し 合 い 、概 ね 決 定 し た が 、微 修 正

が 必 要 で あ る 。GB U シ ー ト に つ い て 、活 用 方 法 の 共 通 理 解 を 図 る こ

と が で き た 。  

6.1 
○指 導主 事訪 問 Ａ に向 けた 準備  

・共 通実 践す る 手 立て や本 時に お け るギ ミッ クが 児 童 生徒 にと って 効

果的 であ るか 、 GBUシー トを 活用 し つ つ検 討し た。  

6.18 ・ 指 指導 主事 要 請 訪問 （Ａ ）  

7.6 ・ GBUシー トの 改善 案の 検討  

8月末  
・ 指  指 導 主 事 訪 問 Ｂ に 向 け た 指 導 案 ・ G B Uシ ー ト の 検 討 （ 推 進 委

員 会 ）  

9.7 
・ 指  指導 主 事訪 問 Ｂに 向け た指 導 案 ・ GBUシー トの 検討  

代表 授業 Ⅰの GBUシ ート 検討  

9月～
10月  

・指  指 導主 事訪 問 Ｂに 向け た指 導 案・ GBUシ ート の検 討（ 推進 委員 会 ） 

10.26 ・代 表授 業Ⅰ リ フ レク ショ ン  授  ７ 年  担当 教諭  

11.16 ・指 導主 事訪 問 Ｂ 模擬 授業 ・準 備  

11.26 ・ 授 指導 主事 要 請 訪問 （Ｂ ）  ９年  担当 教諭  

12.7 ・指 導主 事訪 問 Ｂ を受 けて の改 善 ・ 代表 授業 Ⅱの GBUシ ート 検討  

1.18 ・代 表授 業Ⅱ リ フ レク ショ ン  授  １年  担 当教 諭  

2.8 ・研 修の まと め  

3.15 ・来 年度 の研 修 に つい て  

適宜  
授 業 実 践 （ 採 用 ６ 年 目 ま で の 教 員 が 実 践 し 、 ブ ロ ッ ク で 授 業 研 究 会 を

行う 。）  

 

５ ． 主 な 学 校 行 事  

月  行     事  

４ 月  

 

新 任 式  始 業 式  入 学 式  １ 年 生 を 迎 え る 会  交 通 安 全 教 室  
部 活 動 編 成  授 業 参 観  Ｐ Ｔ Ａ ・ 体 育 後 援 会 総 会  学 年 ・ 学 級

懇 談 会  

５ 月  

 

教 育 相 談   避 難 訓 練 （ 地 震 ）  遠 足 （ １ ～ ３ 年 ）  東 京 校 外 学
習 （ ８ 年 ）  修 学 旅 行 （ ９ 年 ）  児 童 生 徒 総 会  郡 総 体 壮 行 会  

６ 月  

 

校 内 少 年 の 主 張 大 会  尾 瀬 ネ イ チ ャ ー ラ ー ニ ン グ （ ４ 年 ）  東
京 校 外 学 習 （ ５ 年 ）  日 光 校 外 学 習 （ ７ 年 ）  修 学 旅 行 （ ６ 年
）  学 校 保 健 委 員 会 ①  郡 総 体  

７ 月  
移 動 音 楽 教 室 （ ５ 年 、 ８ 年 ）  弟 子 入 り 教 室 （ ５ ～ ７ 年 ）   
１ 学 期 終 業 式  夏 の 千 歳 台 交 流 （ ６ 年 ）   

８ 月  
国 際 交 流 ホ ー ム ス テ イ （ ９ 年 ； 村 主 催 ）  イ ン グ リ ッ シ ュ キ ャ
ン プ （ ８ 年 ； 村 主 催 ）   

９ 月  
避 難 訓 練 （ 不 審 者 ）  運 動 会  郡 新 人 大 会  秋 の 千 歳 台 交 流 （
５ 年 ）   
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10月  

 

チ ャ レ ン ジ ウ ィ ー ク （ ８ 年 ）  秋 の 旅 行 （ １ ～ ４ 年 ）  学 校 林
・ 奉 仕 活 動 の 日  校 内 合 唱 発 表 会  三 者 面 談 （ ７ ～ ９ 年 ）  

11月  

 

避 難 訓 練 （ 火 災 ）  教 育 相 談 （ １ ～ ６ 年 ）  校 内 球 技 大 会  授
業 参 観 ・ 教 育 講 演 会  学 校 保 健 委 員 会 ②  郡 音 楽 発 表 会  

12月  
児 童 生 徒 会 役 員 選 挙  イ ン グ リ ッ シ ュ セ ミ ナ ー（ ５ ～ ７ 年；村 主
催 ）  

１ 月  
校 内 書 き 初 め 大 会  立 志 式  冬 の 千 歳 台 交 流 （ ５ 年 ； ス キ ー ）
千 歳 台 学 校 交 流 （ １ ～ ７ 年 ）  学 校 保 健 委 員 会 ③  

２ 月  
授 業 参 観 ・ 学 年 懇 談 会  新 入 学 説 明 会  児 童 生 徒 総 会  県 立 学
校 本 検 査  

３ 月  ９ 年 生 を 送 る 会  卒 業 証 書 授 与 式  修 了 式  離 退 任 式  

 
６ ． 学 級 編 成  

(1) 学 級 編 成  ※ ５ 月 ２ ８ 日 現 在  

学  年  
在   籍   数  

男  女  計  

第  １  学  年  ７  ９  １ ６  

第  ２  学  年  １ １  １ ３  ２ ４  

第  ３  学  年  ７  １ １  １ ８  

第  ４  学  年  ８  １ ４  ２ ２  

第  ５  学  年  １ ３  １ ３  ２ ６  

第  ６  学  年  １ ５  １ ４  ２ ９  

第  ７  学  年  １ １  ９  ２ ０  

第  ８  学  年  １ ９  ８  ２ ７  

第  ９  学  年  １ ８  １ ４  ３ ２  

総  計  １ ０ ９  １ ０ ５  ２ １ ４  

 
(2) 地 区 別 児 童 ・ 生 徒 ・ 園 児 数  

 門 前  谷 地  湯 原  中 野  萩 室  立 岩  生 品  天 神  総 計  

 １ 年  ３  ５  １  ０  １  １  ４  １  １ ６  

 ２ 年  ４  １ １  ２  １  ０  ２  ３  １  ２ ４  

３ 年  ５  ３  １  １  ０  ３  ４  １  １ ８  

 ４ 年  ０  １ ０  １  ３  ２  ０  ３  ３  ２ ２  

 ５ 年  ６  ６  ４  １  ３  ２  ４  ０  ２ ６  

 ６ 年  １  ８  ４  １  １  ４  ８  ２  ２ ９  

 ７ 年  ３  ９  １  １  １  １  ４  ０  ２ ０  

 ８ 年  ２  １ ０  ４  ３  ０  ３  ４  １  ２ ７  

 ９ 年  ２  ９  ５  ３  ２  ２  ６  ３  ３ ２  

 合 計  ２ ６  ７ １  ２ ３  １ ４  １ ０  １ ８  ４ ０  １ ２  ２ １ ４  

 
       

７ ． 児 童 生 徒 数 の 推 移  

【 川 場 小 学 校 】  

年 度  30 35 40 45 50  55  60 61  62  63  H1  2 
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児 童 数  769 908  676  445  318  307  364  355  360  363  358  360 

 

年 度  3 4 5 6 7 8 9 10  11  12  13 14 

児 童 数  353 353  344  327  304  284  276  246  234  233  233  226 

 

年 度  15  16 17  18 19  20  21  22  23  24  25  26 

児 童 数  218  219 215  223  224  226  221  216  216  202  196  191 

 

年 度  27 28  29 30  R1  2 3 4 5 6   

児 童 数  178 173  175 167  163  161 170  172  160  141    

 

【 川 場 中 学 校 】  

年  度  昭 22  30  35  40  45  50  55  60  61  62  63  平 元  

生 徒 数  211  308  354  448  337  208  150  132  160  166  196  190  

 

年  度  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９  10  11  12  13  

生 徒 数  187  183  182  182  182  177  177  170  175  167  151  123  

 

年  度  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24  25  

生 徒 数  116  123  123  120  106  103  97  99  106  112  114  111  

 

年  度  26 27 28 29 30  令 元  ２  ３  ４  ５  ６   

生 徒 数  110  103 97 91 101  98 99  78  76 73  85   

 
【 川 場 学 園 】 ※ 令 和 ７ 年 度 ～  

年  度  令 7 8 9  1 0  11  12 13  14  15 16  17  18  

生 徒 数  226  2 1 4            
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令和８年度川場村教育要覧資料 

                                                     川場学園 給食調理場  

１．学校給食の目標 

（１）適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

（２）日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むこと 

  ができる判断力を培い、望ましい食習慣を養うこと。 

（３）学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 

（４）食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、 

  生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

（５）食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての理 

  解を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。 

（６）我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 

（７）食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 

 

２． 給食内容 

（１）健康・体力増進を目指した給食内容の充実 

 ・児童生徒の体格や活動量等から推定エネルギー必要量を求め、児童生徒の実態

に合った給食を実施する。 

 ・栄養バランスを配慮して数多くの食材を取り入れる。 

 ・家庭における食事調査結果から、家庭で採りにくい魚・豆・海藻・芋・緑黄色 

  野菜・くだものを積極的に取り入れる。 

 ・生活習慣病予防の観点を取り入れた和食献立を中心とすることで、自分の健康 

  を考えて食生活を送ることのできる知識や習慣を身に付けられるようにする。 

 ・献立や食材が直接児童生徒の学習に連動するよう、年間計画を基に食材の選定 

  をし、献立に取り入れ教材化につながるようにする。 

（２）給食の安全確保 

 ・衛生管理に配慮した調理作業工程による安全な給食を提供する。 

 ・遺伝子組み換え食品・食品添加物等を考慮した安全な食材を選択する。 

 ・手作りを心がけ食品添加物など少なくする。    

（３）地場産物の活用促進 

 ・給食を通じて郷土を理解できるよう、村で栽培された農産物を取り入れる。 

 ・地場産、県内産、国産を中心に食材の購入を進める。 

（４）行事食・郷土料理等の実施 

 ・四季折々の行事食や、郷土料理等を家庭で作ることが少なくなり、日本の伝統 

  食＝食文化への意識が薄くなっている。それらを継承していくために、学校給 

  食に取り入れ、昔から受け継がれた自然に対する畏敬の念や感謝の心、人々の 

  健康への思いを児童生徒に伝えていく。 
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○主 食  パン：月１～２回程度 

      米飯：週４回程度 自校炊飯 

       麺  ：月１～２回程度 

○飲み物  牛乳 （飲むヨーグルト・乳酸菌飲料などは月１～２回程度） 

      ・日本人のカルシウム摂取量の現状から総体的に不足がみら    

   れるため、学童期よりカルシウム摂取の習慣化を促すためにほぼ 

   毎日牛乳を出します。        

○主菜・副菜・汁物 

      焼き物・揚げ物・蒸し物・煮物・炒め物・和え物・サラダ・汁物など 

 

３．具体的な取組 

（１）生活習慣病予防 

 ・噛みごたえのある食品やカルシウムを多く含む食品、食物繊維を多く含む食品 

  を取り入れた和食中心の学校給食の実施。 

（２）行事食・郷土料理 

 ・四季折々の行事食や郷土料理を取り入れた学校給食の実施。 

（３）卒業祝い給食 

 ・９年生の卒業をお祝いする、卒業祝い給食の実施。 

（４）アルレギー対応 

 ・食物アレルギーのある児童生徒への対応を可能な範囲で行う。 

 ・医師の診断のもと、学校・保護者・給食センターで確認をとりながら、対応を

行う。 

 

４．学校給食栄養摂取基準 

 ※文科省が示す「児童又は生徒一人 １回あたりの学校給食摂取基準」を参考と 

  し、川場村の児童生徒の実態に合わせるため、身体計測結果から EER（推定必 

  要エネルギー量）を算出し、活動量等を考慮して基準値を定める。 

（年３回：学期ごとの身体計測結果） 

また、個に応じた配食や、PDCAサイクルに基づいた基準値の改善、ハイリスク

者（肥満・痩身・摂取不足・過剰摂取の児童生徒）への個別対応指導を実施す

る。 

 

５．衛生管理 

 毎日の給食は、文部科学省の定める「学校給食衛生管理基準」に基づき、厳しい

衛生管理を行っている。（毎日 90 項目を確認） 

（１）食材の納品 

 ・使用日に納品されたすべての食材について、納品時間，温度の計測，消費期限 
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  の確認，産地や数量、品質の確認等を行い記録する。 

（２）原材料やできあがった給食の保存 

 ・すべての原材料について 50ｇ程度、２週間冷凍保存する。 

 ・できあがった給食を 50ｇ程度、２週間冷凍保存する。 

（３）調理過程の記録 

 ・食材の納品から給食の仕上がりまでの作業工程を作成・記録する。（誰がどこ 

  で、何時に何をしたか） 

 ・食材動線図を記録する。(食材がどこを経由して、料理ができあがったか) 

 ・調理後の食品の中心温度を必ず計測し記録する。（85℃以上で 90 秒以上） 

（４）水の管理 

 ・使用する水道水の記録。（使用前・使用中・使用後の塩素濃度の測定と記録） 

 ・残留塩素濃度が基準に満たないときは再検査を行い、確認が取れないときは、 

  使用を控える。 

（５）調理従事員の健康管理 

 ・毎朝健康観察を行い、常に健康に心がけ、手指の傷・体調不良の場合は調理業 

  務に携わらない。(下痢等の場合は、自宅待機) 

 ・健康観察は本人だけでなく、家族についても確認する。 

 ・健康観察は、休み中も実施する。 

 ・毎月、腸内検査(赤痢菌･０157･サルモネラ菌)２回、ノロウイルス検査１回実施。 

（６）給食調理時間 

 ・作業は、毎日の作業工程表に従い、作業動線が交差しないよう(肉や魚と野菜、 

  調理前と仕上げたものがどこを動くのかなど）綿密な打ち合わせに基づいて行う。 

 ・加熱終了時間から喫食開始時間までを、２時間以内とする。 

（７）検食の実施（児童生徒の喫食前） 

 ・本日の給食を児童生徒に提供して大丈夫か、児童生徒の給食前に校長又は児童

生徒の給食時間前に検食できる先生に安全確認をお願いする。 

 

６．学校給食年間指導計画 

（１） 月別栄養指導目標 

4月 学校給食の内容や意義を知り、楽しく食事をする 

5月 食べ物の働きを知り、好き嫌いをせず、何でも食べる 

6月 噛むことの効用を知り、よく噛んで食べる習慣を身につける 

7・8 月 夏を、健康に過ごすための食生活を知る 

9月 朝食の大切さが分かり、必ず朝食を摂る習慣を身につける 

10 月 地場産品を通して地域を知る 
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11 月 食べ物と健康について知り、望ましい食生活について考える 

12 月 冬の食生活のあり方を知る(風邪予防の食事) 

1月 
学校給食の歴史を知り、食べ物を大切にしたり、食事ができることに感謝したり

する 

2月 健康な体をつくるためには、バランスの良い食事が大切であることが分かる 

3月 食事の大切さを知り、食生活を見直す 

 

（２）学年別給食指導目標 

学年  

1･2 年 

○食べ物に興味・関心をもち、楽しく食事ができる 

○好き嫌いせずに食べることの大切さを考えることができる 

○給食に関わる人を知り、感謝して食べることができる 

3･4 年 

○日常の食事に興味・関心を持ち、楽しく食事をすることが健康につながること

が分かる 

○健康な体を作るために、食べ物を好き嫌いなく食べることができる 

○給食に関わる人々の仕事の様子を知り、感謝して食べることができる 

○協力して準備や後片付けをし、マナーを守って楽しい雰囲気の中で食事をする

ことができる 

5･6 年 

○食品の働きについて知り、健康を考えて食事ができる 

○食品の栄養素が分かり、望ましい食事について考えることができる 

○給食に関わる人や地域の生産者について理解し、地場産物について理解できる 

7年 

○毎日規則正しく食事を摂ることができる 

○食品の安全で衛生的な取り扱いができる 

○成長期に必要な栄養素を理解し、望ましい食事の仕方や生活習慣を理解できる 

8･9 年 

○生活習慣によって及ぼす病気について理解し、健康的な食事について分かる 

○諸外国や日本の風土、食文化を理解し、自分の食生活は諸外国と結びついてい

ることが分かる 

○自分の生活や将来の課題を見つけ、望ましい食事の仕方や生活習慣を理解し、

自らの健康を保持増進しようとする 

 

７．食に関する指導 

（１）担任等との T･T 授業の実施 

（２）給食時指導の実施 

（３）個別指導の実施 

（４）給食だより等での啓発 
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８．給食人員表 （単位：人）                        令和８年６月１日現在 

ｸﾗｽ 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 職員 調理場 合計 

人数 16 24 18 22 26 28 20 27 32 35 8 256 

 

９．給食費の推移                                                （単位：円） 

年 度 幼稚園 小学校 中学校 備     考 

昭和 12  ０．２ ０．２ １１月より学校給食開始 

19～20    戦乱による給食事業の中断 

２３  ３０ ３０ 希望給食開始 

３４  ２７０ ２９０ 小中学校共同調理給食開始 

３５  ３００ ３２０  

４０  ５３０ ５７０  

４３ ７００ ７００ ８５０ 幼稚園完全給食開始 

４５  ９５０ １，１００  

４６ ９４０   ５月よりベニヤ製パン使用 

５０ １，８００ ２，０００ ２，５００  

５５ ２，８００ ３，３００ ３，８００  

６０ ３，０００ ３，５００ ４，０００  

平成元 ３，３００ ３，８００ ４，３００  

５ ３，６００ ４，１００ ４，６００  

８ ３，６００ ４，１００ ４，６００ ５月より川場牛乳ヨーグルト使用 

９ ３，８００ ４，３００ ４，８００  

１３ ３，８００ ４，３００ ４，８００ 県内産小麦粉によるパンの開発 

 

１４ 

 

 

３，８００ 

 

 

４，３００ 

 

 

４，８００ 

 

週１回１１月より川場産米を使用 

週５日制になる 

野菜の仕入れを村内業者に委託 

１７ ３，８００ ４，２００ ４，６００ １月より川場産米週２回使用 

年 度 幼稚園 小学校 中学校 備     考 

平成 18 ３，８００ ４，２００ ４，６００ ９月より牛乳協会のパック牛乳使用 

２１ ３，８００ ４，２００ ４，６００ 週３回の米飯給食に｢雪ほたか｣使用 

２２ ３，８００ ４，２００ ４，６００ ㈱世田谷川場ふるさと公社に調理委託 

２３ ３，８００ ４，２００ ４，６００     〃   に調理・施設管理委託 

２７ ３，９２０ ４，３２０ ４，７２０ 消費税８％による給食費の改定 

２９ ３，９２０ ４，３２０ ４，７２０  

３０  ４，３２０ ４，７２０ 幼稚園閉園 

令和元  ４，３２０ ４，７２０  

２  ４，３２０ ４，７２０  

３  ４，３２０ ４，７２０  
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４  ４，３２０ ４，７２０  

５  ４，３２０ ４，７２０  

６  ４，３２０ ４，７２０  

７    
児童生徒 給食費無償化 

職員 ４，７２０/月 

８    職員 ４，７２０/月 

 



かわば森のこども園 
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令 和 8 年 度 川 場 村 教 育 要 覧 資 料  

か わ ば 森 の こ ど も 園  

1 施 設 の 目 的  

〇 義 務 教 育 及 び そ の 後 の 教 育 の 基 礎 を 培 う も の と し て 、教 育 並 び に 保

育 を 必 要 と す る 子 ど も に 対 し て 教 育・保 育 を 一 体 的 に 行 い 、子 ど も

の 健 や か な 成 長 が 図 ら れ る よ う な 環 境 を 整 え そ の 心 身 の 発 達 を 助

長 す る 。ま た 保 護 者 及 び 地 域 に 対 す る 子 育 て 支 援 を 行 う こ と を 目 的

と す る 。  

 

2 か わ ば 森 の こ ど も 園 の 運 営 方 針  

（ 1） 保 育 理 念  

〇 す べ て の 子 ど も の 最 善 の 利 益 を 考 慮 し 、生 き る 力 の 基 礎 を 育 て る 。 

〇 一 人 ひ と り の 子 ど も を 大 切 に し 、自 己 肯 定 感 を 育 み 、心 と 体 の 健 や  

 か な 成 長 を 援 助 す る 。  

〇 家 庭 や 地 域 と 連 携 し 、 地 域 社 旗 の 子 育 て 支 援 を 行 う 。  

 

（ 2） 保 育 方 針  

 〇 保 育 教 諭 と の 信 頼 関 係 の 中 で 安 心 し て 過 ご し 、 自 己 発 揮 （ 表 現 ） が

で き る 。  

 〇 子 ど も の 発 達 に 合 わ せ た 課 題 を 持 ち 、乳 児 か ら 幼 児 ま で の つ な が り

を 大 切 に す る 。  

 〇 保 護 者 と の 信 頼 関 係 を 深 め 、理 解 と 協 力 を 得 な が ら 、共 に 子 育 て 支

援 を し て い く 。  

 〇 地 域 と 連 携 を 行 い 、 子 ど も 園 の 機 能 を 生 か し 、 地 域 の 子 育 て 支 援

を し て い く 。  

   

（ 3） 教 育 ・ 保 育 目 標  

「 心 も 体 も 健 康 な 子 ど も 」  

〇 自 分 を 信 じ 、 自 分 で 考 え 、 行 動 が で き る 子  

〇 思 い や り の 気 持 ち 、 人 と の 関 わ り 合 い を 大 切 に で き る 子  

〇 自 然 に 親 し み 、 そ の 大 切 さ を 理 解 で き る 子  

〇 丈 夫 な 体 を 作 り 、 元 気 に 遊 ぶ 子  

 

3 か わ ば 森 の こ ど も 園 の 教 育 ・ 保 育  

（ 1）  組 織 運 営  

〇 職 員 間 の 連 携 を 強 化 し 、 協 力 体 制 を 整 え る 。  

・ 職 種 の 違 い や 保 育 教 諭 と し て の 経 験 年 数 や 勤 務 時 間 な ど 様 々 な 職
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員 が い る が 、そ れ ぞ れ の 立 場 を お 互 い が 理 解 し 、日 ご ろ か ら 対 話 や

情 報 交 換 を 行 う こ と で 、 風 通 し の よ い 体 制 を つ く る 。  

・中 堅 職 員 が 多 く な っ た こ と で 、ク ラ ス 運 営 や 行 事 な ど に お い て 理 解

し 進 め や す く な っ て い る の で 、 長 期 ・ 短 期 ・ 日 々 の PDCA サ イ ク ル

を よ り 充 実 さ せ 、教 育・保 育 の ね ら い や 目 標 に ち か づ け る よ う 実 践

し て い く 。  

・何 事 に お い て も 報 告・連 絡・相 談 を 一 人 ひ と り の 職 員 が 心 が け 、ど

ん な こ と に も 速 や か に 対 応 で き る よ う に 職 員 間 で 協 力 体 制 を 整 え

る 。  

・管 理 職 は 毎 朝 話 し 合 い を 実 施 、業 務 及 び 職 員 の 勤 務 状 況 や 体 制 、ま

た 園 児 や 全 ク ラ ス の 教 育・保 育 な ど の 状 況 を 把 握 ま た は 情 報 を 共 有

し 、そ の 中 で 課 題 や 問 題 が あ れ ば 速 や か に 改 善 及 び 解 決 で き る よ う

に 対 応 す る 。  

〇 保 育 ICT シ ス テ ム の 導 入 し 、業 務 の 効 率 化 に 向 け た 取 り 組 み を 開 始

す る 。  

・保 育 ICT 導 入 の 目 的 は 、単 に 業 務 を 効 率 化 す る こ と だ け で な く 、職

員 の 負 担 を 減 ら し 、そ の 分 を 子 ど も た ち と 関 わ る 時 間 に 当 て 、ま た

保 育 の 質 の 向 上 へ と 繋 げ る 。  

・ 保 育 ICT シ ス テ ム の 機 能 を 十 分 に 活 用 し て い く た め の 学 び を 深 め 、

職 員 同 士 で 情 報 を 共 有 す る 。  

 

（ 2） 子 ど も が 主 体 と な る 教 育 ・ 保 育 へ の 取 り 組 み  

〇 園 の 保 育 目 標 で あ る 、「 自 分 を 信 じ 、自 分 で 考 え 、行 動 が で き る 子 」  

の「 自 分 で 考 え る 」と い う こ と に 重 点 を 当 て 、さ ら に「 子 ど も が 主

体 に な る と は ど う い う こ と か 」も 含 め て「 か わ ば 森 の こ ど も 園 の 子

ど も が 主 体 と な る 保 育 」 を 目 指 し 全 職 員 で 取 り 組 ん で い く 。  

〇 教 育・保 育 が 年 齢 ご と に 途 切 れ な い よ う に 、 0 歳 か ら 6 歳 ま で の 子

ど も の 発 達 の 道 筋 を 踏 ま え 、そ れ ぞ れ の 年 齢 で 育 っ て き た 力 を 次 の

年 齢 に 繋 げ 、 さ ら に 伸 ば せ る よ う に 取 り 組 む 。  

〇 川 場 村 の 自 然 や 自 然 事 象 と 積 極 的 に 関 わ る 中 で 、子 ど も 一 人 ひ と り

が 様 々 な 発 見・驚 き・気 づ き・感 動 を 担 任 や 友 達 と 共 有 し 、自 分 が

住 ん で い る 郷 土 の こ と を 色 々 知 る こ と で 大 切 に し よ う と す る 気 持

ち を 育 て て い く 。  

〇 食 育 活 動 の ひ と つ と し て 畑 で の 野 菜 栽 培 、園 庭 の ビ オ ト ー プ の 植 物

や 生 き 物 た ち を 観 察 し た り 触 れ た り す る こ と で 、身 近 な 自 然 に 興 味

を 持 ち 、 動 植 物 の い の ち を 大 切 に す る 気 持 ち を 育 て て い く 。  

〇 様 々 な 人（ 保 育 教 諭・同 年 齢・異 年 齢・地 域 の 人 ）と 関 わ り 、思 い
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や り 、感 謝 、憧 れ の 気 持 ち を 育 み 、人 と の 関 わ り が 楽 し い・嬉 し い

と 感 じ ら れ る よ う な 経 験 を 積 み 重 ね て い く 。  

（ 3） 子 ど も の 健 や か な 体 作 り  

 〇 各 年 齢 の 心 身 の 発 達 を 踏 ま え な が ら 、子 ど も の 興 味 や 関 心 に 沿 っ て 、

子 ど も 自 身 が 体 を 動 か す こ と が 楽 し い と 感 じ ら れ る よ う な 遊 び や

活 動 を 取 り 入 れ 身 体 の 発 達 を 促 し て い く 。  

〇 様 々 な 運 動 遊 具 に 触 れ 、運 動 遊 具 の 正 し い 使 い 方 を 知 ら せ 、怪 我 の

な い よ う に 見 守 り な が ら 、 色 々 な 体 の 動 き を 身 に 付 け て い く 。  

 〇 室 内 外 問 わ ず 裸 足 で 遊 ん だ り 、戸 外 活 動 に 積 極 的 に 取 り 組 み 、園 外

活 動 （ 散 歩 ） は 徐 々 に 距 離 を 伸 ば し 体 力 を つ け て い く 。  

 〇 園 全 体 の 食 育 計 画 や 年 齢 別 食 育 計 画 を 通 し て 、食 へ の 興 味 や 関 心 を

育 て 、年 齢 に 応 じ た 食 事 マ ナ ー を 身 に 付 け る 。ま た 、一 緒 に 食 べ る

人 と の 食 事 が 楽 し い と 感 じ 、食 と 体 と の 関 係 に 子 ど も が 気 づ け る よ

う に し て い く 。  

 〇 ア レ ル ギ ー 疾 患 を も つ 子 ど も に 対 し て 、誰 で も 対 応 が で き る よ う に

日 常 生 活 に お け る 配 慮 、対 応 を 全 職 員 が 把 握 し て お く 。ま た 、保 護

者 や 担 当 医 と も 連 絡 を 密 に 行 い 対 応 す る 。  

 

（ 4） 衛 生 ・ 安 全 管 理  

 〇 衛 生 的 な 環 境 を 整 え 、基 本 的 な 生 活 習 慣 や 清 潔 習 慣 が 身 に 付 く よ う 、

一 人 ひ と り に 合 わ せ た 援 助 を し て い く 。  

〇 園 内 及 び 地 域 の 感 染 症 状 況 を 掲 示 し 保 護 者 に 知 ら せ 、家 庭 に お い て

も 感 染 予 防 に 努 め て も ら う よ う 協 力 を 呼 び か け る 。  

〇 定 期 的 に 施 設 点 検 や 遊 具 点 検 を 実 施 、ま た 普 段 か ら 安 全 に 対 す る 意

識 を 高 く 持 ち 、園 児 の 怪 我 や 事 故 を 未 然 に 防 げ る よ う に す る 。ま た

改 善 箇 所 や 問 題 点 が 見 つ か っ た 場 合 は 、速 や か に 園 長 に 報 告 し 対 応

す る 。  

〇 各 種 の 訓 練（ 防 犯・避 難・安 全 教 室 ）を 通 し 、子 ど も に 自 分 の 身（ 体 ）

は 自 分 で 守 る こ と を 伝 え 、安 全 に 対 す る 意 識 を も つ よ う 指 導 を す る 。 

〇 園 生 活 の 中 で 、気 づ い た こ と や 危 険 な こ と を 記 録 し（ ヒ ヤ リ ハ ッ と

報 告 な ど ）、 全 職 員 が 周 知 し て 危 険 を 回 避 で き る よ う に し て い く 。

必 要 に 応 じ て 職 員 会 議 で 協 議 し 、 改 善 策 や 問 題 解 決 を す る 。  

〇 衛 生 及 び 安 全 へ の 情 報 を 収 取 し 、新 し い 情 報 は 速 や か に 全 職 員 に 伝

え 、共 通 理 解 や 対 応 が で き る よ う す る 。ま た 、保 護 者 に も 同 様 に 情

報 提 供 を 行 い 、 家 庭 と 協 力 を し て 未 然 に 防 げ る よ う す る 。  

  

（ 5） 保 護 者 及 び 在 宅 家 庭 の 子 育 て 支 援 と 連 携  
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〇 教 育・保 育 活 動 の 写 真 、園 及 び ク ラ ス だ よ り 、保 育 支 援 ア プ リ「 パ

ピ ー ナ 」に よ る 連 絡 帳 、ク ラ ス の 連 絡 ボ ー ド な ど か ら 日 々 の ク ラ ス

や 子 ど も の 様 子 や 成 長 を 伝 え る 。ま た 、保 護 者 が 参 加 す る 行 事 を 通

し て 園 や 子 ど も に 対 し て の 理 解 を 深 め て も ら う 。  

〇 子 育 て（ 育 児 ）の 悩 み な ど が い つ で も 誰 に で も 相 談 で き る よ う な 雰

囲 気 づ く り を 心 掛 け る 。  

〇 保 護 者 の 心 情 や 家 庭 状 況 を 十 分 理 解 し た 上 で 、一 人 ひ と り の 保 護 者

に 対 し て 丁 寧 な 対 応 を 心 が け 信 頼 関 係 を 築 く 。ま た 問 題 が 発 生 し た

場 合 は 、で き る だ け 迅 速 に 対 応 し 、必 要 に 応 じ て 役 場 の 担 当 課 や 保

健 師 、 地 域 の 関 連 機 関 と 連 携 を 取 り 、 問 題 解 決 を し て い く 。  

〇 子 ど も 園 に 入 園 し て い な い 家 庭 に 対 し て 、園 庭 や 保 育 室 を 遊 び 場 所

と し て 提 供 す る 。ま た 村 主 催 の り ん ご 広 場 を 通 し て 、担 当 保 育 教 諭

が 子 育 て の 情 報 提 供 や 育 児 相 談 を 実 施 、ま た 地 域 の 保 護 者 同 士 の 交

流 の 場 に な る よ う に し て い く 。  

 

（ 6） 川 場 学 園 や 地 域 と の 連 携  

〇 学 校 行 事 等 に 参 加 し 、児 童 と 交 流 を す る 中 で 親 し み を 持 ち 、就 学 へ

の 期 待 が 膨 ら む よ う に 働 き か け る 。  

〇 園 の ア プ ロ ー チ カ リ キ ュ ラ ム に 沿 い 、計 画 的 に 取 り 組 み 、就 学 へ の

移 行 が ス ム ー ズ に な る よ う に 繋 げ て い く 。  

〇 川 場 学 園 、教 育 委 員 会 と の 定 期 的 な 情 報 交 換 な ど 通 じ て 、円 滑 な 移

行 が で き る よ う に 連 携 を 図 る 。ま た 、地 域 と の 交 流 行 事 に も 積 極 的

に 参 加 し 、 連 携 を 図 っ て い く 。  

 

（ 7） 特 別 な 配 慮 や 個 別 の 配 慮 を 必 要 と す る 子 ど も の 教 育 ・ 保 育  

 〇 特 別 な 配 慮 を す る 子 ど も 及 び 個 別 の 配 慮 が 必 要 な 子 ど も の 現 状 や

そ の 子 ど も の 実 情 に 合 わ せ た 支 援 や 配 慮 を 担 任 以 外 の 職 員 も 把 握

で き る よ う に し 、 職 員 間 の 協 力 体 制 を 整 え る 。  

 〇 個 別 の 教 育 支 援 計 画 や 指 導 計 画 を 作 成 し 、必 要 に 応 じ て ケ ー ス 会 議

を 行 い 、 担 任 だ け で 抱 え 込 む こ と が な い よ う に 組 織 的 に 取 り 組 む 。

ま た 、発 達 の 気 に な る 子 ど も に 対 し て も 、必 要 に 応 じ て 個 別 計 画 を

作 成 し 、 必 要 な 支 援 を し て い く 。  

 〇 専 門 相 談 員 や 専 門 ア ド バ イ ザ ー な ど 外 部 機 関 や 村 の 保 健 師 、ま た 療

育 施 設 等 と の 連 携 を 図 り 、コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 実 施 。そ の 時 に 得

た 助 言 な ど を 担 任 以 外 の 保 育 教 諭 に も 知 ら せ 、園 全 体 で そ の 園 児 に

対 し て 支 援 や 配 慮 が で き る よ う に す る 。  

 〇 保 護 者 の 心 情 を 受 け 止 め 、子 ど も に 対 す る 理 解 を 保 護 者 と 担 任 が 共
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有 し 、悩 み や 不 安 な ど に 共 感 で き る よ う に 連 携 を 図 る 。ま た 、個 別

面 談 を 行 い 、必 要 に 応 じ て 保 健 師 、療 育 機 関 に 繋 げ て 必 要 な 支 援 を

し て い く 。  

 

4 園 内 研 修  

（ 1）  研 修 の ね ら い    

〇 職 員 が 行 っ て い る 自 己 評 価 を も と に 評 価 の 低 い 項 目 を 中 心 に 勉 強  

を 行 い 、 自 分 た ち の 保 育 の 振 り 返 り を す る 。  

〇 経 験 年 数 や 年 齢 差 な ど の 違 い が あ る 職 員 同 士 の 中 で 、様 々 な 考 え 方

や 思 い が あ る こ と に お 互 い 気 づ き 、理 解 し な が ら 、保 育 教 諭 の コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 高 め て い く 。  

（ 2） 研 修 方 法  

 〇 保 育 教 諭 の 経 験 年 数 な ど を 考 慮 し な が ら 、A チ ー ム B チ ー ム C チ ー

ム の 3 チ ー ム に 分 け 、 4 月 ～ 6 月 は チ ー ム ご と に 「 マ ニ ュ ア ル の 見

直 し 」「 情 報 交 換 会 」を 行 う 。7 月 か ら は 、3 ヶ 月 ご と に 専 門 的 な 知

識 を 身 に つ く よ う な 内 容 を 考 え て 行 う 。  

 〇 事 前 に 、各 自 が 学 習 や 自 分 の 考 え な ど を ま と め て 発 表 で き る よ う に

準 備 し て お く 。  

  

 （ 3） 研 修 計 画  

月  研 修 内 容  

4～ 5 月  マ ニ ュ ア ル の 見 直 し  

・ 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル  

・ 感 染 症 対 応 マ ニ ュ ア ル  

6 月  ・ 保 育 の 振 り 返 り や 情 報 交 換  

・ 運 動 会 の 反 省 を 含 め 、 来 年 度 に 向 け て の 検

討 会  

7 月  （ 保 護 者 ア ン ケ ー ト 評 価 を も と に ）  

保 護 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 法 の 勉 強 会  

8 月  教 育 ･保 育 日 誌 か ら  

「 振 り 返 り を 通 し て み え た こ と 」 に つ い て  

9 月  子 ど も へ の 理 解 を 深 め る ➀  

（ 気 に な る 行 動 か ら 支 援 を 考 え る ）  

10 月  自 分 の 保 育 の 振 り 返 り  

（ 意 見 交 換 ・ 共 有 ・ 悩 み や 課 題 ）  

11 月  子 ど も へ の 理 解 を 深 め る ②  
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（ 気 に な る 行 動 か ら 支 援 を 考 え る ）  

12 月  絵 画 指 導 に つ い て  

1～ 3 月  「 主 体 的 な 教 育 ・ 保 育 」「 主 体 的 な 行 事 」 の 取

り 組 み 方 の 振 り 返 り  

 

 

 

5 主 な 園 行 事  

月  行      事  

4 月  
入 園 式    保 護 者 総 会 ・ ク ラ ス 懇 談 会   

交 通 安 全 教 室 （ JA 主 催 ）  花 ま つ り  お 弁 当 の 日  

5 月  森 の 運 動 会  

6 月  
定 期 健 康 診 断 （ 内 科 ）  芋 の 苗 植 え （ 老 人 ク ラ ブ ）  

プ ー ル 開 始   3・ 4・ 5 歳 児 保 育 参 観 （ 2 月 ま で ）  

7 月  保 護 者 作 業   七 夕   夏 ま つ り  

8 月  プ ー ル 終 了  

9 月  さ つ ま 芋 掘 り （ 老 人 ク ラ ブ ）   

10 月  
親 子 バ ス 旅 行 （ 3・ 4・ 5 歳 児 の み ）  

お 弁 当 の 日   リ ン ゴ 狩 り  

11 月  
村 文 化 祭    消 火 実 施 訓 練 （ 中 央 消 防 署 に 依 頼 ）  

発 表 会  

12 月  

個 人 面 談 （ 希 望 者 の み ）  

定 期 健 康 診 断 （ 歯 科 ） 全 ク ラ ス  

0.1.2 歳 児 の 保 育 参 観 （ 希 望 者 の み 2 月 迄 ）  

1 月   

2 月  
卒 園 ・ 修 了 記 念 写 真 撮 影   

定 期 健 康 診 断 （ 内 科 ）  新 入 園 児 説 明 会  

3 月  ひ な 祭 り  人 形 劇 鑑 賞  お 別 れ 会   卒 園 式  

毎 月  
誕 生 会  避 難 訓 練  身 体 測 定  ぱ っ く ん 食 育 教 室  

こ め っ こ 教 室  

毎 週  集 会   英 語 教 室  

毎 日  森 の 広 場 （ 園 庭 開 放 ）  ※ 園 行 事 を 除 く  

も り の 日 （ 5 月 ～ 3 月 ）  

防 犯 訓 練 （ 5 月 ・ 8 月 ・ 10 月 ・ 2 月 ）  10 月 は 駐 在 所 に 依 頼  

り ん ご 広 場  偶 数 月 （ 職 員 が 村 保 健 セ ン タ ー に 派 遣 ）  
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6 ク ラ ス 編 成                （ 5 月 1 日 現 在 ）  

ク ラ ス  男  女  1 号  2 号  3 号  合 計  

０ 歳 児  1    1 1 

1 歳 児   3 7   10 10 

2 歳 児  5 7   12 12 

3 歳 児   7 11 0 18  18 

4 歳 児   9 7 0 16  16 

5 歳 児   8 10 2 16  18 

合 計  33 42 2 50 23 75 

 

※ 0 歳 児  6 月 に 1 名 、 7 月 に 2 名 、 1 月 に 1 名 、 入 園 予 定  

※ 3 歳 児  6 月 に １ 名 入 園 予 定  

※ 5 歳 児  6 月 に 1 名 入 園 予 定  

    

7 地 域 別 園 児 数 （ 5 月 １ 日 現 在 ）  

 0 歳 児  1 歳 児  2 歳 児  3 歳 児  4 歳 児  5 歳 児  合 計  

門 前  1  1 1 1 2 6 

谷 地   3 4 9 6 5 27 

湯 原   2 2 1 1 4 10 

中 野   1   1 1 3 

萩 室   1 1 1 1 2 6 

立 岩   1  1   2 

生 品   2  4 2 3 11 

天 神    1 1 1 1 4 

沼 田    3  3  6 

合 計  1 10 12 18 16 18 75 

 

８  園 児 数 の 推 移  （ こ ど も 園 に 移 行 後 ）  

年 度  平 成 28 平 成 29 平 成 30 令 和 元  令 和 2 

園 児 数  103 113 114 107 106 

年 度  令 和 3 令 和 4 令 和 5 令 和 6 令 和 7 

園 児 数  101 99 92 93 85 

年 度  令 和 8     

園 児 数  75     

 



生涯学習・社会教育 
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Ⅰ．基本方針 

 

１ 共に学び合う生涯学習・社会教育の推進 

「人づくりは村づくりの基本である」という観点から、村民の生涯にわたる 

多様な学習ニーズに応えるため、学習環境の整備や文化・スポーツの振興に努め

ます。また、世田谷区との文化交流を推進します。 

 

２ 学校・家庭・地域の連携強化 

「学校で教え、家庭でしつけ、地域で見守る」という考えを基本に据え、相 

互に協力し合いながらそれぞれの役割を果たせるよう、諸施策の実現を図ります。 

 

 

Ⅱ．基本方針に対応した具体施策 

 

１ 変化する社会に対応した生涯学習の推進 

ア 各種団体やグループ、ボランティア団体等の支援と連携による生涯学習の 

振興 

（１）総会及び定例会の実施 

（２）後継者及び指導者の育成 

（３）文化協会活動の充実 

（４）社会教育委員連絡協議会の開催 

（５）ＰＴＡ活動の充実 

（６）婦人会活動の充実 

イ 住民のニーズや社会の変化に対応した学習機会の提供と学習支援の充実 

（１）村民のニーズに応える学習機会の拡充 

（２）社会教育学級「学遊塾」の開設 

（３）村民文化講演会の開催 

ウ 学習情報の提供、相談体制の整備・充実 

（１）学習館における学習情報提供の充実 

（２）学習館の利用時間の拡大や学習室の整備 

（３）学習支援のための相談体制の整備 

エ 住民の自己実現を図るための、主体的な学習活動や学習の成果を生かすボラ

ンティア活動への支援 

（１）文化協会の各部による子どもを対象とした講座等の実施の支援 

（２）週末体験教室「おもいっきり探検隊」での活動支援 

（３）「川場学園弟子入り教室」での活動支援 

（４）「川場村子ども応援隊スマイル」による学校支援ボランティア活動 
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オ 地域と学校の協働による取組の推進 

（１）「川場村ふれあい学習推進協議会」の開催（年２回） 

（２）「川場村ふれあい学習実務担当者会議」の開催 

（３）「川場学園チャレンジウィーク推進委員会」の開催 

（４）「川場村学校運営協議会」の開催（年６回） 

 

２ 次世代を担う青少年の健全育成 

ア 青少年の多様な奉仕活動や体験活動を推進する「子ども教室」の実施 

（１）川場村子ども教室「月曜遊び場」の実施 

（２）地域未来塾「火曜えいごあそび場」の実施 

（３）地域未来塾「水曜学び場」の実施 

（４）週末体験教室「おもいっきり探検隊」の実施 

（５）地域未来塾「川場未来塾」の実施 

（６）地域学校協働活動推進員を中心とした指導ボランティアの募集 

イ 青少年の豊かな人間性と社会性を育成するための、家庭・学校・地域が一 

体となった安全で安心な活動ができる居場所づくり 

（１）放課後子ども教室における、安心安全な居場所づくり 

（２）青少年育成推進員連絡協議会を中心とした巡回指導・広報活動の推進 

（３）青少年健全育成のための資料収集と提供、情報交換 

（４）「少年の日」及び「家庭の日」の啓発 

（５）あいさつ運動等による家族そろって「明るい村づくりを目指す生活目 

   標（あいさつ へんじ よいしせい）」の推進 

（６）「ノーメディアデー」「ファミリー読書」の推進 

（７）「国際交流事業」「English キャンプ」「English セミナー」の実施 

（８）上毛かるた大会の実施 

（９）二十歳を祝う会の実施 

 

３ 家庭教育支援の充実 

ア 子育てに関わる学習機会の充実や父親の家庭教育への参加を促進するなど 

の家庭の教育力の向上を図るための支援の充実 

（１）家庭教育支援活動「しゃべり場」の開催 

（２）「就学児検診」等における子育て支援講座の実施 

イ 子育てネットワークや子育てサポーターの育成などの支援 

（１）「ワクわく子育てトーキングファシリテーター養成講座」や「家庭教育 

支援者養成講座」への参加 

（２）家庭教育支援チーム「しゃべり場」での相談体制の整備 
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４ 人権教育の推進 

ア 人権問題の早期解決と人権教育・啓発の推進 

（１）人権教育推進体制の充実 

（２）人権教育研修会への積極的な参加 

イ 日常生活における態度や行動に現れるような豊かな人権感覚の育成 

（１）村民文化講演会の開催 

（２）人権ワークショップの開催 

 

５ 特色ある文化の振興 

ア 個性豊かな地域文化を創造するための、住民主体の文化活動の支援 

（１）優れた芸術文化観賞の機会拡充 

（２）文化情報の収集・提供 

（３）「文化祭」及び「芸能祭」の開催 

（４）文化団体の育成支援 

（５）学習館施設の充実 

（６）学習館の質的充実と効率的な運営 

（７）県立図書館「市町村支援協力車」の活用 

イ 地域における文化活動の活性化のための、伝統文化等の伝承、保存活動の 

推奨 

（１）文化財の保存・伝承・活用の推進 

（２）文化財の国・県・村の指定推進 

（３）文化財の保護・保全 

（４）歴史民俗資料館の資料の充実 

（５）村内の歴史民俗文化財の研究調査と資料の収集・整理・保管 

（６）川場村誌及び関係資料の利活用の推進 

  

６ 生涯スポーツの振興 

ア 「NPO 法人川場スポーツクラブ」と連携した自主的・主体的なスポーツ活動

の充実 

（１）社会体育施設及び学校体育施設の有効活用 

（２）各種競技大会・スポーツ教室の開催 

（３）体育行事及びスポーツ活動計画の見直し 
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イ 生涯を通して地域特性を生かしたスポーツに親しむことによる健康の保持や

体力の増進 

（１）誰もが気軽に参加できるレクリエーションスポーツ行事の提供 

（２）国・県が開催する講習会や研修会へ積極的な参加 

（３）スポーツ指導者の養成と確保 

（４）スポーツ少年団の活動の推奨 

（５）スポーツ協会の加盟団体及びスポーツ推進員の自主的な活動支援 

（６）スポーツ教室の開催（ニュースポーツ講習会の開催、川場村こども教 

室等） 

（７）地域スポーツ活動のへの助言や研修会の実施 

（８）村民の意識及び体力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ その他 

ア 視聴覚教育の推進 

（１）「視聴覚教材」及び「利根沼田広域圏視聴覚ライブラリー教材」の活用 

① 村内行事関係 

村民ゴルフ大会・ソフトボール選手権大会・ジョイフルスローピッチフ

トボール大会・地区対抗野球大会・剣道大会 

 

② 特別教室関係 

村民ウォーキング 

 

③ 郡大会・県大会 

県民体育大会及び郡予選会（県内各地） 

その他各種大会等 
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